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発行：令和６年１１月２７日 

令和６年度  第２回 学校関係者評価委員会  議事録 

開催日時 令和６年１１月１５日（木）17 時 00 分～ 19 時 00 分 

開催場所 東京工科自動車大学校世田谷校４０１教室 

参加委員 

（★委員長） 

★唐鎌 星也・佐藤 学・田澤 勝・澤崎 美桂・長岡 正人・小野 宗憲 

  

欠席者 猪股 健一 

参加事務局 佐藤 康夫・井上 真一・麻野 利治 

会議録 

 

【次 第】 

日 時 令和 6 年 11 月 15 日（木）17:00～19:00 

会 場 東京工科自動車大学校世田谷校 303 教室 

 

1. 開会・校長挨拶 

  東京工科自動車大学校世田谷校 校長 佐藤 康夫 

  

2. 委員会成立の確認・資料確認（事務局） 

 

3. 議長・書記の選出（事務局案） 

 

4. 議事（議長） 

 

第 1号議案 前回議事録確認について 

第 2号議案 公開情報更新について 

第 3号議案 令和 6年度 取り組みに関する進捗状況 

  Ⅰ．就職 

  Ⅱ．資格取得 

  Ⅲ. 在籍状況・募集状況 

  Ⅳ．その他 

5.意見交換 

    

６． 事務連絡（事務局） 

  ・2024年度学校関係者委員の進め方 

  ・次回日程の確認（7月実施予定） 

７． 意見交換 

８． 閉会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 【資料Ａ】 

・令和 6年度 第２回学校関係者評価委員会説明資料 【資料Ｂ】 

・第 1回学校関係者評価委員会議事録 【資料Ⅽ】 
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1. 開会・校長挨拶（世田谷校：校長） 

校長より開催の挨拶、代理の澤崎様の紹介を行い開催となった。 

 

 

2. 委員会成立の確認（事務局） 

会則第 5 条に基づき、出席者が委員総数の過半の出席を満たしているため 

成立していることを確認した。 

   

3. 議長選出 

事務局より委員の卒業生、唐鎌氏を議長に推薦、書記は事務局が代行する

ことで、承認され、以後進行は議長による。 

 

4. 議事（議長） 

  第 1 号議案 前回議事録の確認についての質問等（事務局） 
 

事務局より【資料 C】について説明と確認がされた。 

委員からの質問事項は無く、第 1 号議案について審議がなされ承認され

た。 

     

第 2 号議案 公開情報更新について（事務局） 
 

職業実践専門課程の情報更新公開が令和 6 年 7 月末日に行われたことを

報告した。 

 

第 2 号議案についても承認された。 

     

第 3 号議案 令和 6年度 取り組みに関する進捗状況（事務局・校長） 

   

Ⅰ.就職 

就職については、8 月末 100％という目標を掲げている。 

年度末 100％は当たり前の状況であり、優良企業に就職させるこ 

とを目標としており 8 月末という目標設定をしている。 

今年度については、8 月末に全科 100%の目標が達成された。 

これは、科長・担任の指導によるものである。 

1 級自動車エンジニア科のメーカー系目標 80％に対して、今年度 

のメーカー系就職は 70％で目標未達成となった。 

未達成の要因としては、非メーカー系就職 6 名(損保会社 2 名、整備ディ

ーラー4 名)であった。 

      

 

Ⅱ.資格取得 

試験については来年 3 月であるが、試験に向けての対策が 1 級に 

ついては開始されている。1 級整備士の目標としては、筆記 90%、口述

90%、全体 81%となっている。今年も目標が達成できるよう JAMCA や

中野・世田谷・品川と協力をしている。 
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Ⅲ. 在籍状況・募集状況 

在籍については退学者がどのくらい発生しているのかが気になっ 

ているところで、退学率の目標は毎年 5％以内としている。 

今年度の現在の退学者の発生状況は、1.7%である。 

現在は目標の 5%以内となっている。 

 

募集状況については、10 月時点での出願者は昨年同様留学生の出願者が

増えている状況である。 

自動車整備科、メルセデスベンツコースの留学生は定員を満たしたため

募集停止となっている。 

自動車整備科(夜間)は、年明けに入学者が増える予測となっている。予定

としては定員を満たす予定である。 

1 級自動車エンジニア科については出願が伸びていない。40 名定員のと

ころ、2クラスになることは難しいが、今後も粘り強く募集活動を行って

いく。 

 

 

Ⅳ.その他 

１．事務局より、高等教育無償化について現在の状況が説明され 

た。また、更新についての条件や収入によって金額が異なる等の説 

明がされた。経済状況によっては、国が支援をしてくれる制度であり、専

門学校の中から申請が許可された学校のみが受けられるである。対象者

は 26名が対象となっている。事務長より、申請については、所得の部分

や学生の成績による部分が大きい。 

 

２．今後の教育日程が報告された。 

 

第 3号議案について質疑応答がされた。 

1級自動車エンジニア科についての休学についての要因である、メンタル

の部分のケアは会社は専門医がしているが、学校としてどうしているの

か。（委員） 

 

学生のためのメンタルケアの専門医は常駐してしない。学生が長期欠席

した場合は、メンタルが原因の場合は、保護者と連携し学校の状況を伝え

て今後のことを相談している。改善しない場合は、専門医を受診するよう

勧める場合がある。（事務局） 

 

       

1級自動車エンジニア科のメーカー系就職目標について、目標の達成と

は至らなかったが、非メーカー系就職内定した学生は、当初からメーカ

ー系就職希望をしていたのか。それとも途中で進路を変更したのか教え

て欲しい。（委員） 

 

非メーカー系就職内定をした学生については、3年次に担任より面談を

し、進路を確認している。今回の6名は当初より、開発希望ではなく、

保険会社希望や整備ディーラー希望であったため、進路変更した学生で

はない。(事務局・副校長） 
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議案３についても承認された。 

 

校長より意見交換に入る前に報告事項の説明があった。 

１．国土交通省資格制度改正、教科書の改正について 

試験種目が 1 種類に変更に伴い、教科書も１冊に変更となった。 

また、国家試験についても 3 月末の試験日より 3 月上旬へと変更とな

る。 

そのことによって、授業時間数についても 1800 時間から 1715 に変更

になり 2 月下旬に授業を終わらせることが必要となった。 

２．文部科学省 学校教育法の一部改正について 

国会にて「学校教育法の一部を改正する法律案」が決定され、専修学校

専門課程の在籍者の呼称を「生徒」から大学と同様の「学生」とに改め

る。 

また、自己点検評価を義務付けるとともに、外部の評価を受ける努力義

務が定められた。 

そのことにより、専門学校も大学に近づくことができる。 

３．2024 年度 自己評価報告書提出の進め方について 

自己評価報告書の提出スケジュールについての説明がなされた。 

 

５．意見交換 

 

  

６．事務連絡 

委員の方々の任期が令和 7 年 3 月末までとなっており、次年度も問題がな

ければ引き続きの委員継続のお願いをした。 

また、次年度の学校関係者評価委員会は例年通り 7 月開催予定となってい

る。 

 

 

閉会 

  令和 6 年度第 2 回学校関係者評価委員会が閉会された。 

 

 

以上 

 

 

委員会風景 

 
 


